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会議の顛末

本会議（６月１９日）

議長（川上守）

ただいまの出席議員数は１０人です。

定足数に達しておりますので、平成３０年

第４回若桜町議会定例会を開会します。

これより本日の会議を開きます。

議事日程の報告

本日の議事日程は、お手元に配布のとおり

です。

日程第１

会議録署名議員の指名を行います。

今期定例会の会議録署名議員は、会議規則

第１２５条の規定により、議長において７番

山本晴隆議員、８番中尾理明議員を指名しま

す。

日程第２

「会期の決定について」を議題とします。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日から６月２２日ま

での４日間にしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、会期は本日から６月２２日ま

での４日間に決定しました。

日程第３

「諸般の報告」をします。

会議関係諸般の報告は、印刷してお手元に

配布のとおりです。

朗読は省略します。

続いて、議員派遣について報告します。

３月議会定例会において議決し、派遣を決

定しています議員派遣について、報告書が提

出されています。

議会報告第４号 平成３０年度町村議会議

長・副議長研修会について、前住孝行副議長

に報告させます。前住孝行副議長。

副議長（前住孝行）

報告に入ります前に、ちょっと訂正の方を

よろしくお願いします。４、研修内容の第１

部の町村議会議員の議員報酬等のあり方、中

関の関の字が間違っておりますので、「間」と

いうことで訂正の方よろしくお願いします。

それでは、若桜町議会報告第４号、平成３

０年６月８日、若桜町議会議長川上守様。

議員派遣報告書、平成３０年３月議会定例

会において議員派遣の決定を受けました、平

成３０年度町村議会議長・副議会議長研修会

に出席しましたので、その概要を次のとおり

報告します。

１、日時 平成３０年５月２８日です。２、

場所 東京国際フォーラムホールＡ。

３、研修のテーマ これからの町村議会を

考える。４、研修の内容 第１部といたしまし

て、町村議会議員の議員報酬等のあり方中間

報告で、講師といたしまして、山梨学院大学

大学院研究科長・法学部教授の江藤俊昭氏の

講演を聞きました。

なり手不足の起こっている町村議会の議

員なんですけど、その調査結果をもとに話さ

れました。そのデータの中で、議員報酬が２

０万以下のところは無投票率が上がっている

と、また、議員定数１１人以下のところも無

投票率が上がっている、また、定数が少ない

と女性議員が出にくいというようなデータが

あったそうです。

話の中では、議会活動日数の精査をいたし

まして、首長の 35％はどうかっていうことを

検討していただけたらというふうに言われま

した。議会に出ている日数だけではなくて、

そこに向かう準備であったり、協議、また、

町民からの聞き取り、議会報告会等の日数も

考えてみてはどうかということを言っておら

れました。

また、基本的な考え方としまして８点上げ

ておりますので読んでください。まためくっ

ていただきまして検討すべき点もそこに書い



てあるようなことを話されました。

休憩を挟みまして、第２部で町村議会のあ

り方に関する研究会の報告書ということで総

務省が出されたものに対しまして講義いただ

きました。先生は同じ江藤先生です。

総務省の案といたしましては、「集中専門

型」ということと、「多数参画型」の２パター

ン提案があったんですけど、分析するとメリ

ットもあるんですけど、デメリットもそれぞ

れありまして、そのデメリットの影響が大き

すぎるということを話されました。

ですので、現状の議会の発展型っていうの

を目指していくべきではないかということを

話されたところです。

それで、その後、町村議会の特別表彰実践

発表ということで、３町の取組の様子を聞か

せていただきました。

まずは、長崎県の小値賀町の議長さんが話

されまして、議会版の総合計画の策定という

ことで、議会主導で総合計画を立てたり、債

権管理条例等も議会でつくって修正を執行部

に行ってもらうというような形をされたりし

たそうです。

また、議員報酬特例条例というのも先駆け

て行われて、５０歳以下の議員の報酬を３０

万ということで行ったんですけど、３月時点

でも５０歳以下の方が立候補されず、逆にそ

の３０万だから立候補したんかっていうよう

なことを言われるような弊害があるっていう

ことで、この３月に議会で廃止したところだ

ということでありました。

続きまして、福岡県の大刀洗町の議長さん

が話されました。休日議会の開催や自由討議

の推進等々、そこに例として挙げられたこと

を実践されてきているということです。

３番目に、徳島県の那賀町議会の柏木委員

長さんが話されました。めくっていただきま

して、ここも３５歳以下であれば月額を３０

万とするような案を出して取り組んだんです

けど、報酬審議会のほうで、それは反対の答

申を出されて止めたということでした。

でも、とにかく議会改革を進めるというこ

とで、それぞれ先進地の町村に行きまして、

そこに書いてありますようなことを取り組ま

れているということでした。

まとめです。議員のなり手不足から始まっ

た議論ではあるが、議員の魅力がなくなって

きていることが一番で、どのようにして魅力

を向上させるかが鍵になると考える。このこ

とが直接的に見える報酬等に向かいがちだが、

高くすればその分の成果を問われることとな

り、各議会上げにくい傾向にある。

そこで、さまざまな取組をされて議会改革

の活性化を本町同様に取り組まれていること

がわかった。真似してみたい内容もあったが、

実践事例より本町議会のほうが細かくやって

いる部分もあり自信にもなった。

さらに、議会活動が活性化するように、議

員間で協議して、町民の福祉向上に向けて取

り組んでいく必要性を感じた。以上です。

議長（川上守）

次に、平成３０年４月９日に議長において

議員派遣を受けた、新議員・新任議会事務局

長・職員研修会について、報告書が提出され

ています。

議会報告第５号 新議員・新任議会事務局

長・職員研修会につきましては、印刷してお

手元に配布のとおりです。朗読は省略します。

続いて、常任委員会に付託した請願等につ

いて報告します。

本日までに受理した請願、陳情はお手元に

配布の「請願等文書表」のとおりです。会議

規則第９２条第１項の規定により、所管の常

任委員会に審査を付託しましたので、報告し

ます。

日程第４

町長からの報告事項は、報告第１号 平成

２９年度若桜町一般会計繰越明許費繰越計算

書について、報告第２号 平成２９年度若桜町



簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書

について、報告第３号 平成２９年度若桜町公

共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書

について、報告第４号 平成２９年度一般財団

法人若桜町観光開発事業団事業報告及び平成

３０年度一般財団法人若桜町観光開発事業団

事業計画について、報告第５号 平成２９年度

有限会社若桜農林振興事業報告及び平成３０

年度有限会社若桜農林振興事業計画について、

で、お手元に配布のとおりです。

朗読は省略します。

日程第５

議案第４６号 平成３０年度若桜町一般会

計補正予算（第３号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

今年も、はや半年が過ぎようとしており、

時の早さを感じるこのごろ、昨日の朝、大阪

北部を震源地としました震度６の地震があり、

甚大な被害をもたらし、大変心配していると

ころでございます。残念ながら４名の方が犠

牲になられました。ご冥福をお祈りいたしま

す。

また、その一方では、４年に１度のサッカ

ーワールドカップロシア大会が１４日に開会

いたしました。日本チームは本日の夜、第１

戦を迎えます。テレビの前では多くの国民が

一喜一憂しながら応援する姿が目に浮かぶよ

うでございます。ぜひ、勝利していただいて、

日本を盛り上げていただきたいものでござい

ます。

また、６月３日には快晴のもと、氷ノ山夏

山開きが盛大に行われ、約５００人の登山者

でにぎわい、多くの人が気持の良い汗を流し

ておられました。

その２日後の６月５日には、例年より２日

早く梅雨入りし、また、６月１７日には鳥取

県東部地区消防ポンプ大会が、ここ若桜町で

開催され、本町代表の第２分団が見事２位で

県大会に出場することとなりました。仕事の

傍ら、訓練や練習に真剣に取り組んでいる姿

に敬意を表するものでございます。本当にお

めでとうございました。

さて、本日ここに、平成３０年第４回若桜

町議会定例会を招集しましたところ、議員の

皆様にはご出席を賜り、平成３０年度若桜町

一般会計補正予算及び諸議案のご審議をいた

だきますことに対し感謝を申し上げる次第で

ございます。

最近の情勢を見てみますと、６月１２日に

は、史上初の米朝首脳会談が行われ、朝鮮半

島の非核化、東アジア及び世界の平和と繁栄

に向けた第一歩が踏み出されました。

日本においても、北朝鮮問題は、拉致被害

者の早期帰国など譲ることのできない問題で

もあり、拉致被害者の家族がおられる鳥取県

においても、米朝首脳会談は注目の的であっ

たと思います。

また、６月１５日には、２０１９年の骨太

方針が閣議決定され、２０１９年１０月に消

費税率が引き上げられ、同年同月に「人づく

り改革」の柱である幼児教育・保育の無償化

実施が盛り込まれるなど、国に先立ち本町で

実施している、わかさこども園の保育料無償

化など、本町の施策に影響するものも含まれ

ております。今後の町政運営においては、そ

れぞれの自治体のアイデアや体力が試される

時代になってきたと感じざるを得ません。

さらに地方財政では、一般財源である地方

税や、国が配分する地方交付税などの総額を、

２０１８年度と実質的に同水準を確保すると

の方針が出されたところですが、行政コスト

の効率化を図るための自治体間の連携を推進

するなどの条件的な記載もあり、本町としま

しても国の動向を注視しつつ、引き続き大幅

なカットがされないよう、声を上げていかな

ければならないと思っております。

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由を御説明いたします。



議案第４６号 平成３０年度若桜町一般会

計補正予算について、でありますが、既定の

歳入歳出予算の総額に、それぞれ１億４,２５

９万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を

３８億２,６９５万９千円とするものでござ

います。

また、第２条の債務負担行為の追加は、第

２表「債務負担行為補正」のとおりでござい

ます。さらに、第３条の地方債の変更は、第

３表「地方債補正」のとおりでございます。

それでは、はじめに歳入の概要につきまし

てご説明いたします。分担金補助及び交付金

では、後期高齢者医療広域連合へ派遣してお

ります職員の負担金として、７８７万円を追

加いたしました。

国庫補助金では、生活困窮者就労準備支援

事業費等補助金を７５万６千円追加し、社会

資本整備総合交付金を、国の内示額に伴い３,

００２万５千円減額するなど、総額２,９２１

万５千円を減額いたしました。

県支出金では、新規事業でございます林業

成長産業化地域創出モデル事業補助金９４１

万５千円を追加し、県の補助率の改訂に伴い

鳥取和牛振興総合支事業援補助金を８６万９

千円減額するなど、総額８,９８７万３千円を

追加いたしました。

繰入金では、財源不足を補うため、財政調

整基金からの繰り入れ３,６５０万円を追加

いたしました。諸収入では、スポーツ振興く

じ助成金、旧池田小学校の災害復旧工事に係

る負担金など、総額９０６万８千円を追加い

たしました。

町債では、国の内示額に伴う減額、緊急防

災・減災事業債から過疎対策事業債への振替、

辺地対策事業債の追加など、総額２,８５０万

円を追加いたしました。

次に、歳出の主なものについて、ご説明い

たします。職員の人事異動などによる人件費

の実績見込みに係る調整を各費目にわたり行

っており、総額６５１万４千円減額いたしま

した。

議会費では、人件費の減額に加え、ピクチ

ャーレール等の購入費用として１８万９千円

追加し、総額１０万６千円減額しております。

総務費では、企画費にコミュニティ助成事業

補助金、集落応援事業補助金として２１０万

円、そば祭り参加事業補助金として１５７万

４千円、また、自治振興費に、若桜町集落公

民館等施設整備事業補助金として７８万円を

追加するなど、その他の補正と合わせまして

総額１１５万７千円増額しております。

民生費では、児童福祉総務費に、広域入所

委託料として１５９万２千円、生活保護総務

費に基準額等の見直しによるシステム改修委

託料として１５１万２千円など、その他の補

正と合わせまして、総額６６３万５千円増額

しております。

衛生費では、人件費の減額に加え、簡易水

道事業特別会計への繰出金として２８万１千

円を追加し、総額８２万３千円を減額してお

ります。

農林水産業費では、農業集落排水費に農業

集落排水事業特別会計への繰出金として２７

５万円、林業総務費に「林業成長産業化地域

創造モデル事業補助金」として１億１,７２２

万円を追加するなど、その他の補正と合わせ

まして総額１億１,０２５万８千円増額して

おります。

商工費では、商工業振興費に、プレミアム

商品券発行事業補助金として６５０万円、氷

ノ山集客促進事業費に、スキー場管理棟の増

工分８５０万６千円と備品購入費６４５万２

千円を追加するなど、その他の補正と合わせ

まして総額３,２７８万１千円を増額してお

ります。

土木費では、道路維持費に、小型除雪機の

機種変更分として２１５万２千円を追加、ま

た、道路新設改良費では、社会資本整備総合

交付金の内示額に伴う減額、公共下水道事業

特別会計への繰出金として１,２９３万９千



円を追加するなど、その他の補正と合わせま

して総額１,３７２万９千円を減額しており

ます。

消防費では、小型ポンプの修繕、福祉避難

所防災備蓄品の整備など総額９９万１千円増

額しております。

教育費では、公民館管理費に、アスベスト

調査委託料として１９万２千円、保健体育総

務費に、スキー競技用掲示装置の購入費とし

て４８８万２千円、給食センター費に、アレ

ルギー対策用の容器と炊飯ジャーの購入費と

して９万４千円を追加するなど、その他の補

正と合わせまして総額５４１万４千円を増額

しております。

なお、歳入歳出の総額を調整し、予備費を

１万８千円増額いたしました。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第６

議案第４７号 平成３０年度若桜町介護保

険事業特別会計補正予算（第１号）、議案第４

８号 平成３０年度若桜町簡易水道事業特別

会計補正予算（第２号）、議案第４９号 平成

３０年度若桜町公共下水道事業特別会計補正

予算（第１号）、議案第５０号 平成３０年度

若桜町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）、議案第５１号 平成３０年度若桜

町索道事業特別会計補正予算（第 1 号）を、

一括して議題とします。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第４７号 平成３０年度若桜町介護保

険事業特別会計補正予算について、でござい

ますが、介護保険条例の一部改正に伴い、保

険料の増額を見込み、繰入金を減額するもの

でございます。

議案第４８号 平成３０年度若桜町簡易水

道事業特別会計補正予算について、でござい

ますが、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞ

れ３７万２千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を１億９,８６０万３千円とするものでご

ざいます。

はじめに歳入の概要についてご説明いた

します。繰入金では、一般管理費分として一

般会計からの繰入金２８万１千円を追加いた

しました。諸収入では、自動車損害共済金と

して９万１千円を追加いたしました。

次に、歳出の主なものについてご説明いた

します。総務費では、一般管理費に職員の異

動に伴う人件費２８万１千円、簡易水道協会

負担金３万７千円をそれぞれ増額いたしまし

た。簡易水道施設費では、維持修繕費に公用

車の修繕費として９万２千円増額いたしまし

た。

なお、歳入歳出の総額を調整し、予備費を

３万８千円減額いたしました。

議案第４９号 平成３０年度若桜町公共下

水道事業特別会計補正予算について、でござ

いますが、既定の歳入歳出予算の総額にそれ

ぞれ３,７５１万８千円を減額し、歳入歳出予

算の総額を１億８,９３９万１千円とするも

のでございます。

また、第２条の地方債の変更は第２表「地

方債補正」のとおりでございます。

はじめに、歳入の概要についてご説明いた

します。国庫補助金では国の内示に伴い、２,

４８５万７千円を減額いたしました。繰入金

では、施設維持管理費及び公共下水整備事業

分として、一般会計からの繰入金１,２９３万

９千円を追加いたしました。

町債では、国の内示に伴う事業費の縮小に



より、下水道債と過疎対策事業債の総額２,

５６０万円を減額いたしました。

次に、歳出の主なものについてご説明いた

します。公共下水道費では、下水道総務費に、

職員の異動に伴う人件費４８万２千円、下水

道管理費にマンホールポンプの交換などの経

費として３４４万４千円をそれぞれ追加し、

下水道整備費に国の内示額に伴う事業費の縮

小により４,１４４万４千円を減額するなど、

総額３,７５１万８千円減額しております。

議案第５０号 平成３０年度若桜町農業集

落排水事業特別会計補正予算について、でご

ざいますが、既定の歳入歳出予算の総額にそ

れぞれ３,５９０万円を減額し、歳入歳出予算

の総額を８,３３０万２千円とするものでご

ざいます。

また、第２条の地方債の変更は第２表「地

方債補正」のとおりでございます。

はじめに、歳入の概要についてご説明いた

します。国庫補助金では、国の内示に伴い１,

９３５万円減額いたしました。繰入金では、

農業集落排水施設整備事業分として、一般会

計からの繰入金２７５万円を追加いたしまし

た。

町債では、国の内示に伴う事業費の縮小に

より下水道債、過疎対策事業債の総額１,９３

０万円を減額いたしました。次に歳出につい

て御説明いたします。歳出につきましては国

の内示額に伴う事業費の縮小により３,５９

０万円減額したものでございます。

議案第５１号 平成３０年度若桜町索道事

業特別会計補正予算について、でございます

が、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ

６１６万９千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を２,７７２万４千円とするものでござい

ます。これは、氷ノ山スキー場の圧雪車が作

業中の事故により故障したものを修理するも

ので、歳入に町有自動車共済金として６１６

万９千円、歳出に修繕料として６１７万円を

それぞれ追加するものでございます。

また、歳入歳出の総額を調整し、予備費を

１千円減額いたしました。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第７

議案第５２号 若桜町エゴマ搾油加工施設

の設置及び管理に関する条例の制定について、

を議題とします。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第５２号 若桜町エゴマ搾油加工施設

の設置及び管理に関する条例の制定について、

でございますが、これは、本町の地域資源で

あるエゴマを奨励作物として推進し、生産拡

大と加工品の販売を進めるために、エゴマの

搾油加工施設を設置するにあたり、地方自治

法の規定に基づき、若桜町エゴマ搾油加工施

設の設置及び管理に関する条例を制定するも

のでございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第８

議案第５３号 若桜町税条例の一部改正に

ついて、議案第５４号 過疎地域における固定

資産税の課税免除に関する条例の一部改正に



ついて、を一括して議題とします。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第５３号 若桜町税条例の一部改正に

ついて、でございますが、これは、地方税法

第３１４条の７第３項の規定に基づき、町条

例で定める控除対象特定非営利活動法人を追

加して定めるため、本条例の一部を改正する

ものでございます。

続きまして、議案第５４号 過疎地域にお

ける固定資産税の課税免除に関する条例の一

部改正について、でございますが、これは、

過疎地域自立促進特別措置法等の一部改正に

伴い、本条例の一部を改正するものでござい

ます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

日程第９

議案第５５号 若桜町過疎地域自立促進計

画の変更について、を議題とします。

提案理由の説明を求めます。矢部町長。

町長（矢部康樹）

それでは、ただいま議題になりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第５５号 若桜町過疎地域自立促進計

画の変更について、でございますが、これは、

本計画の事業の追加を行い、これの財源とし

て過疎対策事業債を充当するため、本計画の

変更を行うものでございます。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（川上守）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

以上で、本日の日程は全部終了しました。

本日はこれにて散会します。

ご苦労さまでした。

午後 ２時０５分  散 会


